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会津御蔵入始覚（目黒武男家文書1）
　只見町域を含む南山御蔵入領の歴史を記した覚
書です。この地域は、幕府の直轄領ですが、時期
によっては会津藩の預り地とされることもありま
した。会津御蔵入騒動の舞台としても有名です。

館塁柵之覚
（部分、山内信男家文書1）
　中世の只見町域周辺に
は、多くの城館が存在しま
した。なかでも、水窪城（水
久保城とも）では、領主・
山内氏勝が籠城し、伊達政
宗を迎え撃ちました。

女出判之事（皆川欣也家文書1135）
　只見町域は越後国との境に位置するため、田
子倉などに口留番所が置かれ、物資や人間の出
入りが厳しく取り締まられました。番所を通る
際には、証文（証明書）の提示が求められました。

福島県歴史資料館

福島県歴史資料館
〒960-8116　福島県福島市春日町 5-54
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只
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援
す
る
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め
、
奥
会
津
に
ゆ

か
り
の
あ
る
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シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
る
第
４

回
目
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今
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取
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。

　
只
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町
は
、
福
島
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の
西
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に
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本
展
示
で
は
、江
戸・明
治
時
代
の
只
見
町
域
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、

そ
の
歴
史
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文
化
、
人
々
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暮
ら
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介
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